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義寂釈義一撰『法華経論述記』の
　　　　　　　　文献学的研究（3）

金 柄 申ナ

1　緒言

　本稿は「身延論叢」第20号に掲載した「義寂釈義一撰「法華経論述記工の文献学的研究2U

｛以下、研究2りの続編である，本稿では研究21に引き続き、「述記』における「法華論二の「七

種功徳成就」の第二「衆成就」の第三「摂功徳成就」の第一「声聞功徳成就」の第一「上上起

門」に対する注釈箇所の校訂テキスト並びにそれに基づく訓読訳を提示する‘r凡例は研究u

に準ずる・該当箇所の科文は下記のとおりである：．

〔科文〕

5－1－2－3－1－1a．

5－C－2－1－3．

5－C－2－1－3－1a．

5－C－2－1－3－1a－1．

5－C－2－1－3－1a－2．

5－C－2－1－3－1a－3．

5－C－2－1・・3－1a－4，

5－C－2－1－3－1a－5．

5－C－2－1－3－1a－6．

5－C－2－1－3－1a－7．

5－C－2－1－3－1a－8．

5－C－2－1－3－1a－9．

5－C－2－1－3－1a－10，

5－C－2－1－3－1a－11，

5－C－2－1－3－la－12．

5－C－2－1－3－1a－13．

5－C－2－1－3－1a－14．

5－C－2－1－3－1a－15．
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5－1－2－3－1－1b．

5－C－2－1－3－1b．

法華疋化研究　第41号

論日豆・上上起門（余の文）

解云ざ・上上起（結び）

1　校訂テキストと訓読訳

5－1－2－3－1－1a．論日⑧・上上起門（十五文づ

〔校訂テキスト〕｛K．11r4－6・S．5r29－6r1・D．709b17－710a1・H．304al8－21・X　782a17－19．）

論日、’上一上起門者，謂諸’漏1二已蓋故名爲阿羅漢、乃至　到第一彼岸者，善得正智心’S解

　　　へ
’」

脱善得神通無諄三昧等諸功徳故。

〔訓読訳〕

　1〔法華］論二に曰わく、「「上上起門」とは、謂わく、「②諸もろの圃は已に蓋くる」が故に、

名づけて「0阿羅漢なり」と爲す、乃至、「⑯第一なる彼岸に到れり」とは、「⑭善く正智、心

解脱を得」、善く神通、無誇三昧　等の諸もろの功徳を得るが故に」と・

5－C－2－1－3．解云⑧・依、5－C－2－1－3－1a，解云⑧・上上起（十例）［A5］

〔校訂テキスト〕（Kllr6－v1・S　6r1－4・D．710a2－5・H．304a22－b2・X　782a20－23）

　’解云、自下依門澤，此則依初上’上起繹　TU此初門中　其例有十　一以後起　二！’以前起

　　　　　　　　　　　　　　　　へ三前後起，四以文起．五以義起六文義起・七隣次起　八隔越起　九革燭起　十重．『復起：：

〔訓読訳〕

　解して云わく、自下は、門に▽1丁依」りて澤す，此こは則ち初めの’！／’1「．ヒヒ起」に依り

て繹す・此の初めの門の中、其の例に十有りli。一には、「J，後」を以て起こし、二には、「三

前」を以て起こし、三には、「；前後」にて起こす一四には、「四丈」を以て起こし、五には、

「五義」を以て起こし、六には、「き文義」にて起こす　七には、「し隣次」にて起こし、八に

は、「ご隔越」にて起こす、九には、「立軍］蜀」にて起こし、十には、「±重復」にて起こす

5－C－2－1－3－la－1．・1）∴②＝0：⇔1、亘、ξ、丞

〔校訂テキスト〕（K．11v1－6・S．6r49・D　710a5－10・H．304b2－9・X　782a23－b4〕

dtt一 諸漏＊已蓋故、名爲阿羅漢者、此有四例　一以後起　二1’凶文起一三隣次起．四軍掲起．

其］コ董司知…．一’阿羅漢者名之一週墜，…雁受世間妙供．ts　：1故，又名熟壁　皆已永害煩悩

賊故。又名不生＝永不復受分段生故：i’，此三種義。皆由諸漏＊已蓋、」故以諸漏’巳蓋。成阿羅

笙・

〔訓言売言尺〕

　「山「②諸もろの漏は已に蓋くる」が故に、名づけて「0阿羅漢なり」と爲す」とは、此れに
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四例有り、一には、「三後」を以て起こし、二には、「1亘文」を以て起こし、三には、「ε隣次」

にて起こし、inlには、「丞軍猪」にて起こす，其の匪、知る旦し，

　阿羅漢とは、之れを名づけて「鷹」と週す，雁に世間の妙なる供養を受くべきが故に．

　又た「無賊」と名つく，皆な已に永く煩悩の賊を害ぐるが故に＝

　又た「不生」と名つく一／永く復た分段の生　L’＋；を受けざるが故に

　此の三種の義、皆な「②諸もろの漏は已に蓋くる」に由る　故に「②諸もろの漏は已に蓋く

る」を以て、「0阿羅漢なり」を成ず，

5－C－2－1－3－1a－2，　f　2　L’．④＝②：⇔．・、［iq、1・、　tL

〔校訂テキスト〕〔K．llv6－12r8・S，6r9－17・D，710a10－b2・H．304b9－23・X782b4－14）

一「

以心得自在故　名爲諸漏”已蓋者　此有四例、一以後起二以文起一三隔越起・四軍濁起＝♪

永不繋属諸煩1｛il故　名’じ・自在心若：不自在　諸漏糞匡蓋故、故以心得自在・成諸漏＊口蓋＝言諸漏

者，謂欲漏等．二種漏也一八十！’九云　’諸欲界繋一切煩悩　唯除無明説名欲川届．諸色無色

二界所繋一切煩憎　唯除無明説名有漏　若諸有情一或未離欲　或＊已離欲　除諸外道所有…邪1

僻分　別，愚醍所生悪見弊覆其心．依此悪見於彼諸欲・一分尋求　一分離欲　乃至非想非n非

想1起一於彼三界所有無1知，糖撮爲一　tF名無明漏．

〔言川言売言Jl〕

　「［2）「④心に自在を得る」を以ての故に、名づけて「②諸もろの漏は已に識く」と爲す」と

は、此れに四例有り　一には、「後」を以て起こし、二には、「口文」を以て起こし、三には、

「〔・隔越」にて起こし、四には、「ノし軍燭」にて起こす

　永く諸もろの煩悩に繋属せざるが故に、心自在と名つく　心若し自在ならざれば、諸もろの

漏は蓋くし難きが故に・故に「④心に自在を得る」を以て、「②諸もろの漏は已に蓋く」を成

ず

　諸もろの漏と言うは、謂わく、欲漏等の三種の漏nなり　［：鍮伽師地論」巷第］八．十九に云

わく、「諸もろの欲界繋の一切の煩情の唯だ無明のみを除けるを説いて欲漏と名づけ、諸もろの

色・無色の二界の所繋の一切の煩悩の唯だ無明のみを除けるを説いて有漏と名つく　若しくは

諸もろの有情の或いは未だ欲を離れず、或いは已に欲を離れたるものの、諸もろの外道の所有

の：邪僻なる分別の愚凝より生ずる所の悪見、其の心を弊覆し、此の悪見に依りて彼の諸欲に於

いて一分尋求すると一分離欲すると、乃至非想非非想庭なるとを除いて、彼の三界に於ける所

有の無知を穂撮して一と爲して無明漏と名つく」と．

5－C－2－t－3－1　a－3．｛31∴③＝④・ゆ∴⑤・0一④：⇔7i、画、　t、　Lr－

〔校訂テキスト〕〔K．12r8－13r5・S．6r17－28・D．710b2－14・H．304b23－c16・X，782b14－c2）
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“ 以無復煩悩故，名爲心得自在以善得心＊壁袖圃，善得慧＊壁＊馳一名爲心得自在者、此亦

　　　　　　　　　　　　　へ四例、一前後起　二以文’起．三隣次起、四重複起。何故重複起者．以心自在，有通別故＝通

則不属諸煩悩故　別則解脱二種縛故、善得心解脱者、離三界貧故　善得慧解腕者・＊已離一切染

無明古史如説離貧　心得解睨＝離於無明、慧得解脱。智度‘1問EL　」若一切F界煩惜離故一心

得解腕、1』何故・佛言染愛離心得解腕、答日、愛能繋閑心有大力’；故　以是故説lt’不鹸煩悩、

愛断鈴則箇i，又諸結使、皆属愛見、属愛煩憎覆心。属見煩悩覆11慧　愛離故　属愛結使，亦離

得心解脱　無明離故　属見結使一亦離：7得慧解脱，是不退法。得無生智一故名善得

〔言川言売言尺〕

　「3川③復た煩悩無き」を以ての故に、名づけて「④心に自在を得」と爲す」・「山「⑤善く心

解魎を得、⑥善く慧解囲を得る」を以ての故に、名づけて「④心に自在を得」と爲す」とは、

此れに亦た四例あり。一には、「；前後」にて起こし、二には、「四文」を以て起こし、三には、

「王隣次」にて起こし、四には、「王重複」にて起こす，

　何が故に「1重複」にて起こすや、心自在を以て、通・別有るが故に・通は則ち諸もろの煩

悩に属せざるが故に、別は則ち二種の縛を解脱するが故に，

　「⑤善く心解腕を得」とは、三界の貧を離るるが故に

　「⑥善く慧解腕を得」とは、已に一切の染なる無明を離るるが故に

　貧を離れ、心に解脱を得、無明を離れ、慧に解脱を得と説くが如し．「［大］智度［論］』に「問

うて曰わく、若し一切の三界の煩悩の離るるが故に、心に解睨を得ば、何が故に佛は「染愛の

心を離れて解脱を得」と言うや　答えて曰わく、愛は能く心を繋閑するの大力有るが故に一是

れを以ての故に絵の煩悩を説かず，愛を断ずれば鹸は則ち断ず」と　又た「諸もろの結使は、

皆な愛と見とに属す　愛に属する煩↑畠は心を覆い、見に属する煩悩は慧を覆う、愛を離るるが

故に、愛に属する結使も亦た離れて、心解脱を得。無明を離るるが故に、見に属する結使も亦

た離れて、圏解腕を困」と，是れ「不退法にして、無生智を得たり」と　故に「善く得」と名

つく、

5－C－2－1－3－1　a－4．（5｝∴◎一③：⇔亘、＠

〔校訂テキスト〕（K．13r5－8・S．6r28－7r1・D，710b14－18・H．304c16－22’X782c2－61

1S 以遠離田』魎、名爲無復煩悩者、此是以義掲起、因具有三種・一不正思惟，二順貧等

境、三随引匡］未害，今且説二，能見者、謂不正思惟。所見者。謂順貧等境、於此二因一並遠離

故．所断煩悩　無復起1［也，

〔言川言売言｝ミ〕

　「15）「◎能見・亟］を遠離する」を以ての故に、名づけて「③復た煩悩無し」と爲す」とは、

此れは是れ、「五義」、「㊧［軍］掲」を以て起こす。
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　因に具さに三種有り一一には、Hl　［不正思惟」、二には、巳二「順貧等境」、三には、1｛：「随：頭未

害」なり・今は且らく二のみ一一を説く　能見は、→「不正思惟」を謂い、所見は、：’1－「順貧等

境」を謂う、此の二因に於いて、並びに遠離するが故に、断ずる所の煩悩、復た起こすこと無

きな：），

41

5－C－2－1－3－la－5．〔6パ．⑤・⑥＝⑦：⇔・：、凹、1－、£

〔校訂テキスト〕（K．13r8－14r2・S．7rl－10・D．710b18－711a10・H，304c22－305a13・X　782c6－16）

㌦’ 以善得心解脱一’！善悟慧解脱占支　名爲心善調伏者　此亦四「’「’例、謂以前文複隣次起、、愛等不

離，心不調伏，以能離故・心善調伏　故以“i］解脱、成心善調伏，佛地三繹　門有義一有學離

見所断一：’百十二種分別f，t］鹿重煩悩　不瀧恢故　猶如良馬、名爲調順、有義、無學離見脩断一

百二1’八種煩悩，不剛強故　猶如眞金　名爲調順、如實義者，皆是週向菩提種性　一切堪能獲

川 起大果一随佛意轄，如聰慧象　故名調順　今言調伏一其義亦同・若唯言調伏　随麿通三義

若言善調伏一唯在後二義　有學難調伏　非善調伏故

〔訓読訳〕

　「［6）「⑤善く心解脱を得、⑥善く慧解睨を得る」を以ての故に、名づけて「⑦心は善く調伏

す」と爲す」とは、此れに亦た四例あり　謂わく、「こ前」、「＠文」、「工［重］複」、「し隣次」を

以て起こす＋”　一

　愛等離れざるに、心は調伏せず、能く離るるを以ての故に、心は善く調伏す一故に1」解脱1し

を以て、「⑦心は善く調伏す」を成ず

　“佛地［経論］］に三澤あり　「有る義は、有學は見所断”の一百一十二種の分別・鹿重の煩悩

を離る　瀧候「ト1ならざるが故に一猶お良馬の如し　名づけて調順と爲す　有る義は、無學は見

脩匡斤e’”の一百二十八種の煩悩を離る　剛強ならざるが故に　猶お眞金の如し、名づけて調順と

爲す、實義の如くんば、皆な是れ廻向菩提の種性なり一一切に堪能し大果を獲起す　佛意に随

いて韓ずるに、聰慧なる象の如し　故に調順と名つく」と．

　今、調伏すと言うは、其の義亦た同じ　若し唯だ調伏すと言うのみならば、随慮して三義に

通ず・若し善く調伏すと言わば、唯だ後の二義のみ在り一有學は調伏すと難も、善く調伏する

に非らざるが故に

5－C－2－1－3－1a－6．　c　7）∵⑧＝◎・◎：⇔互、　ti

〔校訂テキスト〕（K14r28・S．7r10－16・D．711a10－16・H．305a13－22・X．782c16－22）

」’一

人中hT大龍者。行諸悪道．如平坦路、無所拘擬，雁行者＊已行，雁到虚＊已到故者、此是以義

複起、諸悪道者。謂苦集諦、以是雑染　ロ∫厭怖故　半坦路者。謂滅道諦、以是清浄　可欣樂故

以空等行．観彼無性，難行雑染一而無所著　故云・如平坦路，無所拘擬．又知苦断集、故行諸
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へ

　　悪道一如平坦路，無所拘擬、讃滅脩道F．故慮行者＊已行、懸到虞＊已到，

　　　〔訓言売言尺〕

　　　「m「⑧人中の大龍なり」とは、「◎諸もろの悪道を行くこと、平坦なる路の如く、拘擬する

　　所無し」、「＠’　reに行ずべき者は已に行じ、庭に到るべき庭は已に到る」が故に」とは、此れは

　　是れ、「五義」、「工［重コ複」を以て起こす・

　　　「諸もろの悪道」とは、苦・集諦を謂う　是の雑染を以て、厭怖す口∫きが故に・

　　　「平坦なる路」とは、滅・道諦を謂う，是の清浄を以て、欣樂す可きが故に、

　　　空等を以て行じ、彼の無性を観ず　行は雑染なりと難えども、而も著する所無し故に「平

　　坦なる路の如く、拘擬する所無し」と云う、

　　　又た苦を知り、集を匿斤ず　故に「◎諸もろの悪道を行くこと、平坦なる路の如く、拘擬する

　　所無し」と，

　　　滅を謹し、道を脩す　故に「C磨に行ずべき者は已に行じ、懸に到るべき虚は已に到る．と

5－C－2－1－3－ta－7，18）∵⑨一⑧・◎：⇔三、亘、垂

〔校言丁テキスト〕（K．14r8－v4・S．7r16－19・D．711a16－b3・H，305a22－b5・X．782c23－783a3）

‘“ 嵯作者作’“者．人中大龍．＊巳得封治，降伏煩悩之怨敵故者　此是以前文起　復以義成　謂書

：「 智中　TI苦“已知　集＊已圏1．滅＊已言登道已脩＝如是知者　慮作者’二f智｝文　以前大龍　成鷹

作’者作一又知集因蓋故云・＊已得封治一降伏煩惟1之怨敵故

〔訓信売言尺〕

　「［8・・i「⑨雁に作すべき者は作し」とは、「⑧人中の大龍」は、「◎巳に封治を得、煩悩の怨敵を

降伏するが故に」」とは、此れは是れ、「二前二［」、「匝文」を以て起こし、復た「五義」を以て

成ず7J’　一

　［玖揚聖教論』の］蓋智7「）の中、苦已に知り、集已に断じ、滅巳に謹し、道已に脩すを謂う／：

　是くの如く知るは、「⑨鷹に作すべき者は作す」が故に　前の「0大龍」を以て、「⑨雁に作

すべき者は作す」を成ず一

　又た集因こ7の蓋くるを知る　故に「◎已に封治を得、煩悩の怨敵を降伏するが故に」と云う．

5－C－2－1－3－1a－8．191∵⑩一◎：⇔五

〔校言丁テキスト〕il　K．14v4－7・S．7r19－22・D．711b3－6・H305b5－8・X783a3－6　）

7“ 所作已排者c更不後生．如相慮事、＊已成就故者。此是義繹．－d謂無生智中。苦果不生，於

知苦等，不復更作．故云、更不後生　如相嬉事．＊已成就故．

〔訓読訳〕

　「（9）「⑩作す所は已に辮じ」とは、「◎更に後に生ぜず、如相雁の事’／／、已に成就するが故



義寂釈義．一撰一 法華経論1玉記一の文献学的研究3　金・ 43

に一」とは、此れは是れ、「五義二の稗なり＼1・

　［「顯揚聖教論1の］無生智’！の中、苦果生ぜず、苦等を知るに於いて、復た更に作さざるを

謂う，故に「◎更に後に生ぜず、如相雁の事、已に成就するが故に」と云う

5－C－2－1－3－1a－9．〔101∵⑪＝⑨・⑩・◎：⇔き、1，

〔校訂テキスト〕〔K．14v7－15r5・S　7r22－28・D．711b6－12・H．305b8－18・X．783a6－12）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ’ 離諸重携者　’”：　＊已雁作者作・所作＊已耕．後生重憺＝＊已捨’”離故者．此是文義重複起也

智度論云，’SU’　ti陰壺重常惟i．故名爲携．如IT佛説，何謂爲捨c五陰是憺　因蓋果不生　故能離

　　　　　　　　　　へ五陰重惰，故以慮作者作等成　離諸重澹　礁作者作等中、言登滅脩道、非離重捨義，故重稗云．

後生重惰、＊已捨離故、有経説言・“棄櫓能搭謂棄苦集之澹、能澹滅道之憺

〔言川言売言尺〕

　「⑩「⑪諸もろの重擦＼1を離れ」とは、巳に「⑨蔭に作すべき者は作し」、「⑩作す所は巳に辮

ずる」は、「C後に生ずる重捨、已に捨離するが故に」」とは、此れは是れ、「六文義」、臼・重

複」にて起こすな1）、

　：［大］智度論：に云わく、「五陰の鹿重、常に悩ますが故に名づけて権と爲す　佛の説きたも

うが如し・何をか措と爲すと謂うや　五陰是れ澹なり」と＝

　因蓋くれば果生ぜず　故に能く五陰の重惰を離る．故に「⑨態に作すべき者は作し一等を以

て、「⑪諸もろの重捨を離る」を成ず

　「⑨雁に作すべき者は作し」等の中、滅を讃し、道を脩するは、重推の義を離るるに非ず　故

に重ねて稗して、「◎後に生ずる重推、巳に捨離するが故に」と云う．

　有る「経」に説いて言わく、「憺を棄て、能く憺う」と、苦・集の澹を棄て、能く滅・道の搾

を澹うを謂う一

5－C－2－1－3－1　a－10．111‘’．’⑫＝⑪・◎：⇔フミ、互

〔校訂テキスト〕〔K．15r6－8・S．7r28－30・D．711b12－15・H．305b18－21・X．783a12－15）

　逮得：9．己利者　’一已捨重澹　誰’浬葉故者　此是文義軍掲起也　陰澹非’己利　而能捨故　渇

繋是属己利・而能讃故　故云　逮得＊己利

〔詞ll言売言尺〕

　「〔11叩⑫己利を逮得し」とは、七に「⑪重携を捨て．口、「◎浬磐を謹する」が故に」とは、此

れは是れ、「六文義」、「∫L箪1蜀」にて起こすなり

　陰の擦は己利に非ず、而も能く捨つが故に　浬葉は是れ己利、而も能く謹するが故に　故に

「⑫己利を逮得し」と云う．
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5－C－2－t－3－1a－11、　q2）’．’⑬；⑫・◎：⇔．ぎ、・五

〔校訂テキスト〕（K．15r8－v3・S．7r30－8r3・D、711b15－18・H．305b21－c2・X．783a15－18）

～15

蓋諸有結者、以逮得’己利：／断諸煩畠因故者、此亦文義甲掲起也　以逮得浬葉之利故。能蓋諸

有，以断諸煩悩之因故，能蓋諸結．煩憎因者：／謂能見所見、不正思等一以如前所説一

〔訓読訳〕

　「Q2）「⑬諸もろの有結’”pを蓋くし」とは、「画ヨ利を逮得する」を以て、「◎諸もろの煩悩の

因を断ずる」が故に」とは、此れも亦た「云文義」、「「し甲猫」にて起こすなり．

　浬磐の利を逮得するを以ての故に、能く諸もろの有を蓋くし、諸もろの煩悩の因を断ずるを

以ての故に、能く諸もろの結を蓋くす、

　煩悩の因とは、能見・所見を謂う，：ill：「不正思［惟］」等、以て前の所説の如し．

5－C－2－1－3－1a－12〔13｝∵⑭＝②：⇔Tu、四、：公

〔校訂テキスト〕（K．15v4－16r4・S．8r3－10・D．711b18－712a9・H，305c2－14・X．783a18－b3）

　　　へ
．a7

善得正智心解脱者，諸漏＊已蓋故者，此是軍文隔越起也　謂諸漏＊已蓋故・善得正智・じ・解Egt　、．

非唯見色得解脱也，“＼如摩当健．提梵志弟子學其1－‘屍著味上．墨行城市中多人庭唱言　若有工1L

眼見摩”2穂提二∴屍者し是人皆得清浮道、何況禮拝供養者　多有人信其言　諸比丘聞是語、白

佛：／“t言、是事云何，佛説f易言　小人眼見求清浮　如是ff　1‘．’智無實道　諸結煩恒満心中　云何眼

見得浮道　若有眼見得清浄L何用智慧功徳實　智慧功徳乃爲浄　眼見求浮無是事

〔訓読訳〕

　「・13）　［⑭善く正智、心解腕を得」とは、「②諸もろの漏は己に書くる」が故に」とは、此れは

是れ、「亘軍［1蜀］」、「亘文」、「丞隔越」にて起こすな1）　1・nl．．

　「②諸もろの漏は已に蓋くる」が故に、「⑭善く正智、心解腕を得」と謂う　唯だ色を見るの

みにして、解脱を得るに非らざるなり、

　［沃智度論』に］摩笹提梵志の如きは、弟子其の陸を嬰げて床ヒに査け、擾して城市の中の

多人の庭に行き、唱えて言わく、「若し眼に摩剰提の屍を見る著1有らば、是の人は皆な清iFの

道を得ん、何に況んや、禮拝供養する者をや」と，多く人有って其の言を信ず・諸もろの比丘、

是の語を聞き、佛に白して言さく，「［世尊、〕是の事云何」と、佛、掲を説いて言わく．「小人

は眼に見て清浄を求む、是くの如きは智無く實道無し、諸もろの結と煩悩、心中に満ちて、云

何が眼に見て浄道を得んや／：若し眼に見て清浄を得ること有らば、何ぞ智慧功徳の寳を用いん．

智慧功徳を乃ち浄こと爲す。眼に見て浄を求むるに是の事無し．．」［と。］

5－C－2－1－3－1a－13　（14）’．’●＝◎：⇔．亘、　乏］L‘

〔校訂テキスト〕（．K．16r4－v2・S．8r10－16・D．712a9－15・H．305c14－23・X．783b3－9）
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1‘‘ニー 切心得自在者、善知見道脩道智故者，此是以義軍起、於見脩道。能自言登知。非由他教。所

引1》圏故、名自在也、伽耶山論云、1／／y依不顛倒受教脩行者，其義亦同。善知見道故．依不顛

倒．善知脩道故、受教脩行、由此二因故　得一切心得自在　前言心得自在者，謂不属煩悩義．

此言一・切心得自在者　謂於諸聖道讃二1‘‘知1：］義・

〔訓読訳〕

　「cl・1）「⑮一切の心に自（Eを得」とは、「◎善く見道・脩道11uの智を知る」が故に」とは、此れ

は是れ、「五義」、「万し軍［掲］」を以て起こす

　見・脩道に於いて、能く自ら讃知す　他の教に由りて、引隆せらるる所に非らず一故に、自

在と名つくるなり

　1伽耶山［丁則論1に「顛倒せざるに依りて、受教脩行す」と云うは、其の義亦た同じ，善く見

道を知るが故に、「顛倒せざるに依る」と、善く脩道を知るが故に「受教脩行す」と，此の二因

に由るが故に、「⑮一切の心に自在を得」を得・

　前の「④心に自（f一を得」と言うは、煩1箇に属せざるの義を謂い、此の「⑮一切の心に自在を

得」と言うは、諸もろの聖道に於いて語知するの義を謂う．

5－C－2－1－3－1a－14，．151’．’Φ＝⑭・◎：⇔三、［L

〔校訂テキスト〕cK．16v2－6・S．8r16－20・D．712a16－b2・H．305c23－306a5・X．783b10－14）

：1

到第一彼岸者．善得正智心解晩　善得神通無：：1．詩三昧等諸功徳故者＝此是文義軍掲起也．

以二義故　名到第一彼岸　一異外道及有學聖　以善得；1・正1智．心解腕故，二異慧解腕無別脩功

徳　以善得神通無本譲三昧等諸功徳故．

〔言川言売｝‖こ〕

　「｛15）「⑯第一なる彼岸に到れり」とは、「⑩善く正智、心解脱を得」、「◎善く神通、無謡三昧

等の諸もろの功徳を得る」が故に」とは、此れは是れ、「t文義」、「左軍燭」にて起こすなり

．f’

　ニ義を以ての故に、「⑯第一なる彼岸に到れり」と名つく．

　一には、外道及び有學の聖に異なる　「⑭善く正智、心解腕を得る」をLV．ての故に，

　二には、慧解腕、無別脩功徳に異なる一「◎善く神通、無詞三昧等の諸もろの功徳を得る」

を以ての故に

5－C－2－1－3－1a－15．釈十六句（能成・所成）

〔校訂テキスト〕〔K．16v6－17r4・S．8r20－26・D．712b2－10・H．306a5－15・X．783b14－22）

「來所澤　十六句T／二中．相從有三句　一唯所成非能成．此有五句．謂阿羅漢，心善調伏、蓋諸

有結・一切心得自在　到第一彼岸　二唯能成非所llS成一此有二句、謂善得心解腕，善得慧解

45
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脱＝三通能成所成，謂鯨九句・非能成所成者無．作穂11°煩日　前後文義倶　隣隔及軍重　能所

相乗成　上起義懸知　一七十三五　最後唯所成　五六唯能成　飴九通二義

〔言川言売言尺〕

　上來所鐸のト六句の中、相に從いて三句有り，

　一には、唯だ所成のみにして能成に非ず一此れに五句有り、「0阿羅漢なり」、「⑦心は善く調

伏す」、「⑬諸もろの有結を蓋くし」、「⑮一切の心に自在を得」、「⑯第一なる彼岸に到れり」を

謂う．

　二には、唯だ能成のみにして所成に非ず一此れに二句有り一「⑤善く心解腕を得」、「⑥善く慧

解腕を得る」を謂う

　三には、能成・所成に通ず　鹸の九句t“／）を謂う、

　能成・所成に非さるは無し’1二・

　檀じて項を作してEIわく

　「「Ll前」、　r　．一後」、「⑲文」、「五義」、「三・云倶IL’：」、「し隣［次］」、「tL隔［越」」及び「些軍

［掲］」、「1一重〔複］」は、能［成］・所［成コ相い乗じて成ず＝上の起こす義、雁に知るべし

　0－、⑦じ、⑬十三、⑮［十］五、⑯最後は唯だ所成のみ⑤五、⑥六は唯だ能成のみ　絵の

九［②、③、④、0、⑨、⑩、⑪、⑫、⑭］は二義に通ず．」

5－1－2－3－1－1b．論日⑨・上上起門（余の文）

〔校訂テキスト〕tK．17r5－6・S8r27－28・D．712bll－12・H．306a16－17・X．783b23－24）

論日・U大阿／：羅漢等者。心得白在，到彼岸故一乃至，是故名爲衆所知識

〔訓言売言尺〕

　『［法華］謝に曰わく、「「大阿羅圃等」とは、「●心に自在を得」、「⑯彼岸に到る」が故に

乃至、是の故に、名づけて「衆の知識する所」と爲す」と・

5－C－2－1－3－1　b．解云豆・上上起（結び）

〔校訂テキスト〕（K．17r6－7・S．8r28－29・D．712b13－14・H，306a18－20・X．783c1－2　1）

解云　依三門　繹十六中、第一門＊已寛．故因此1乃澤穂結之文、列名之文易P∫知故　略不鐸也

〔訓読訳〕

　解して云わく、三門に依りて十六［句］を稗す中、N二∴第一門、已に寛わる・

故に此れに因りて、1乃ち㌦汀線結」の文を澤す、

　叩列名」の文は、易く知る可きが故に、略して稗せざるなり。
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II結言

　以上、本稿では、：述記］における1法華論』の「七種功徳成就」の第二「衆成就」の第三

「摂功徳成就」の第一「声聞功徳成就」の第一「上上起門」に対する注釈箇所の校訂テキスト並

びにそれに基づく訓読訳を提示した、

　とりわけ本稿では、「法華論」における「ヒ．F起門」の十五文と、拙稿［2014：508－07］にお

いて「この｝種の観点に基づいて、「法華論』において示される＝法華経」の経文、すなわち

「0皆是阿羅漢」から「⑯到第一彼岸」までのト六句⑪～◎と義⑩）によって構成される

十五文〔‘1，一一‘15りに対し、それそれにこの十例に1～1）を割り当てて、その起こり方を説明

する方式」1訂正を含む〕と指摘したように、’績述二からの影響に依るものである『述記：に

おける：　’t事例2：「上上起、の・1’例」（訂」1－1を含む1の関係について明示［注｛116］〕した

　なお、：述記二において示される法華論一の「上上起門」の十五文における十六句の能成・

所成の関係については、注1121・を参照されたい

　また、「流支訳」に巻数を異にする二つのテキストが世に行われていたことについては研究．1‘

の注〔801において指摘したとおりであるが、「述記t所依の「流支訳」と、現行の二訳及びi論

疏二所引の『法華論』を比較する過程で、「論疏［の依用する『法華論］のテキストが部分的に

現行の「摩提訳」に一致〔研究｛2‘の注140｝、研究13の注〔4．83，113｝）あるいは近似（研究〔IIの

注｛115・、研究13‘の注（38）1することが多数確認できたため、指摘しておきたい

　詳しくは該当箇所の注を参照されたい

〈注＞

1‘：校訂テキスト〕並びに1訓読訳〕は・1川il大学ノこ学1完之学研究科仏敦学専攻博士後期課程の桑名法晃氏と

　の共同研究による成果である

2‘義寂によれば、法華論1の「上上起門」における十五文・q－一’15、後掲の注3‘は、声聞の功徳成1・元

　を；Jl｝9する：法華論、所引の法華経．の経之における十六句，0一⑯、研究．2の注‘3SIの、能成・所成

　の関係を明示するものと解される　義寂は、この能成〔能成の文中の義は◎一所成の関係が如何に㌧て成

　ltrlするかを分析し、それを‘述記、の一ヒヒ起」において、十例lI・　一一　｛、後掲の注□5りを以て例小“元一る

　1利妃では煩雑さを避けるために、ヒ記の記り・を川いて、ド記の【例】に準じて表記した　以ド、4ご研究

　てはこの記写’を併記する

　【例1】5－C－2－1－3－！a－3，「．3以「③無復煩悩」iti’（　71爲「④心得自在．一’4以「⑤善得心解脱

　脱」故　名爲一④心得自在＿者　此亦四例　・　・前後一起　二以一≡文一起　三　じ隣次」起　四　，

　重複．起一3．’．③＝④・．！∴⑤・⑥＝0，仁　．　］’9、じ、｝

　【例2】5－C－2－1－3－1a－10　111「⑫逮得己f’1」一者　己一⑩｝舎重控」　一こ；登是葉一故．者　此是「．、文義一＝．苗

　濁一起也　→ll∵⑫＝⑪・◎＝’・　i・、　IL

3‘U＾五之】十六句．0～⑯　と義1こ．の集合体　一述記、所依の「流支訳一にお：ナる「“五文・日一．151と

　はト’記のとお：ノである
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　Cl）「②諸もろの漏は已に蓋くる」が故に、名づけて「0阿羅漢なり」と爲す

　の「④心に自在を得る」を以ての故に、名づけて「②諸もろの漏は已に蓋く」と爲す

　．3，　r③復た煩悩無き」を以ての故に、名づけて「0心に自在を得」と爲す・

　．4：「⑤善く心解脱を得、⑥善く慧解腕を得る」を以ての故に、名づけて戸Φ心に自在を得二と爲す．

　．5に◎能見・所見を遠離する一を以ての故に、名づけて「③復た煩1｛1撫L」ヒ爲す

　61　’⑤善く心解腕を得、⑥善く慧解腕を得る」を以ての故に、名つけて「⑦心は善く調伏す」と爲す

　7‘「0人中の大龍なり」とは、「◎諸もろの悪道を行くこと、平坦なる路の如く、拘擬する所無し」、「◎感

　　に行ずべき者は已に行じ、態に到るべき慮は已に到る」が故に・

　il　8）「⑨懸に作すべき者は作し」とは、「0人中の大龍」は、「◎已に封治を得、煩悩の怨敵を降伏するが故

　　に」．

　il・Cj・）「⑩作す所は已に辮じ」とは、「◎更に後に生ぜず、如相感の事、巳に成就するが故に」一

　．10叩⑪諸もろの重惰を離れ」とは、已に「0雁に作すべき者は作し」、「⑩作す所は已に辮ずる」は、「こ後

　　に生ずる重搭、已に捨離するが故に二

　．11，　「●己利を逮得し」とは、已に「⑪重捨を捨て」、「◎浬葉を謹する」が故に

　12）「●諸もろの有結を蓋くし」とは、「●己利を逮得する」を以て、「巳諸もろの煩・畠の因を箇ずる」が故

　　に

　〔13j「0善く正智、心解腕を得」とは、「②諸もろの漏は巳に蓋くる」が故に

　［14）「●一切の心に自在を得」とは、「◎善く見道・脩道の智を知る」が故に

　｛15t「＄第一なる彼岸に到れり」とは、「Φ善く正智、心解腕を得」、「◎善く神通、無諒三昧等の諸もろの功

　徳を得る」が故に、

q）「留支訳」に「上上起門者　謂諸漏已蓋故名爲阿羅漢＝…到第一・彼岸者　善得正筆II心解腕善得神通無語三

　昧等諸功徳故．－il　T．26　n〈）1519　plb．／．29．　p．lc，〃，14－16）とあり、：述記、所依の「流支訳」に…致する．一

　方、「摩提訳」には「上上起門者　謂諸漏已蓋故名爲●羅漢　…到第一彼岸者　善得tl｛智心1♀解脱善得神通無

　諒三昧等諸功徳故．【T26p．11脚註⑯】「・阿’＋羅漢三Ei　’jT．26　n・．152〔｝p．11a．l！．1718．p．11b．〃．24；と、

　1論疏：には一上上起門者．謂諸漏已蓋故名爲阿羅漢，…到第一彼岸者善ド｝正智心得解腕善得神通無静三昧

　等諸功徳故」c．　T．40　no．1818　p．788b，1．7．〃20－221とある　ちなみに、本箇所の二論疏」所弓1の：法華論』は

　「摩提訳」に一致する，

（5）乙本も「上司は踊り字

（6）甲・乙本の誤字一ピ乙本に（ま「満」とあるが、「留支訳」の、該荘餉・r刷とあるため、「［憂」に証

　した、

c7　：続蔵経」・漸続蔵の誤り　1続蔵経1口新続蔵には「巳」とあるが、甲・乙本には「已三とある　但

　し、：韓仏全はr続蔵経二に従わずに左の如く訂正する．

｛8・乙本には「律一とあるが、朱筆で「解口と校正する，

19：乙本の誤字一甲・乙本には「耶」とあるが、甲本は「腕一と訂正し、乙本は米筆で一邪」と校正する．

（10」【無語三昧】「塵垢を遠離して阿蘭若寂静庭に住して、動ぜず乱せざる聲聞僧衆の三昧なり、」（清水梁山

　　［1922b：6－7　Cn．33）］｝こ

C．111『述記』からの取意2　「論記』巻第…本に「寂徳記中。以十義稗用者往尋耳．」（NB．25　p．11b，　ll．14－15）と

　あり、本箇所の要約であることが指摘されているr（前IIIre－［1995：90L参照、

C12｝『讃述二に「上上起者　或以ド起上　或以上起下一或隣次而起一或隔越而起或単句而起、或復句而起・

　或以義起文、或以文起義　前後相生循環反螂＝非一例也。」（KT．　m206　r．1　p．19r，〃8－10〕とあり、本箇所に

　依るものと考えられる．詳しくは、拙稿［2014：508－07］を参照されたい
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i13）甲本の誤字　甲・乙本には「以⊥ニーとあるが、乙本に「二」は術字と訂正するため、一ニーを消した

・1躬甲・乙本には「復一とあり、二讃述1の該当箇所にも一復」とあるが、これ以降は「複一とある

□5｝【十例】i’五文c・1・一‘15‘｝における十六句iO一⑯　と義○　の能成・所成の関係・：述記］の「上1二

　起」における．ト例．二～㍉とは下記のとおりである

　一一後一：能成の文中に、能成の句しかなく、その能成の句が所成の句より、後に位置する場合（fll、2．’

　一　前．：能成の文中に、能成の句しかなく、その能成の句が所成の句よi）、前に位置する場合パ．、例外：

　‘s・後掲の注．74、．131・後掲の注IC）6　）1．

　＝”fSJ後」：能成の文中に、能成の句しかなく、その能成の句が所成の句の前後に位置する場合Ct3／・／・1‘．

　一FU文一’能成の文中に、能成の句しかない場合tll、　i　L’　1／、・3．・141、‘6・、‘13‘、例外，iS・・後掲の注c．・7－1・］・

　「’ll義」’能成の文中に、義しかない場合（［51、．7）、　cgl、　Ill、例外：‘81・後掲の注fl74）〕

　「1（文義」：能成の文中に、能成の句と義がある場合｛flo［、！11）、112｝、‘15・、例外：‘81・後掲の注r74　’｝　1）

　「L隣次」，能成の文中に、能成の句しかなく、その能成の句が所成の句の隣同士に位置する場合｛・u、131・

　ぱ1、16り．

　「人隔越」，能成の文中に、能成の句しかなく、その能成の句が所成の句の隣同±に位置しない場合［．L｝，、

　（13i｝

　つL単独」’能成の文中に、能成の句または義のいずれかが複数でない場合i［1）、「2・、‘5‘、‘IV、‘1」、　i13‘、］il、

　：］5、例外：8．・後掲の注c75）、‘9i・後掲の注i81‘‘

　「1重複」：能成の文中に、能成の句または義のいずれかが複数である場合13‘・‘41、‘6、‘7、．1〔｝1）’

，］6‘一 留支訳一に言者漏已蓋故名爲阿羅漢一‘T26nり1519plb，／29｝とあ］）、二述記」所依の「流・支訳」に一

　致する　一方、一摩提訳一には’諸漏已書故名爲●羅漢1　（T．26　p．11脚註⑯】「，1；itJ）　＋；k漢・・二．宮頃、　T26　nU，1520

　p．11a．！L17－18．と、：論疏二には＿諸漏已書故名爲阿諮1漢」T．40　no　IS18　p．788b，1．7．とある　なお、讃

　述、には「論云・諸漏已書故名阿羅漢者　此以下起ヒ　隣次而軍起也一‘KT　no206rlp、19r，〃10－ll．と

　ある

17甲本にはないが、乙本には一諸＋得」とあり、「得一は1｝∫字と訂正する．

．181甲・乙本の脱字か・甲・乙本にはないが、丈脈卜「以」の脱字と考えられるため、「以」を補った

‘1⑨甲・乙本の誤りか　甲・乙本には「口∫義」とあるが、「義可」の誤りと考えられるため、一匡可1に訂［EL

　た

（20］：人智度論1には「e問日　云何名阿●羅．漢　阿●羅名賊　i莫名破　一切煩憧i賊破是名阿●羅漢　復次阿轍莞

　一切漏書故　懸得一切世間諸天人供養　復次阿名不　●羅漢名ZF　後世中更不生，是名阿羅漢」【T25　p．8（）脚

　註⑱】「羅＝梨牢」【同上⑲】「［問日］一一涜把」【同卜⑳】「漢＋侑人言虐釣【同上⑨】「羅＝梨製cT．25

　n〔1．1509p．80b，〃．3－7）と、護法造・玄奨訳：成唯識論1巻第．三には「此中所説阿羅漢者通撮二：乗無學果位

　皆己永害煩悩賊故．礁受世間妙供養故　・k不復受分段生占’（」〔T31　no，1585　p．13a．〃22－24、　cf「玄賛：T．31

　no．1723　p．669．　c，〃．18－20・とあるが、圓測il　613－96）撰：仁ll経疏2上巻本には「阿羅漢者　行位通名　〉芒δ・

　阿羅漢　翻含多義　薩婆多宗　鐸有四義　一名座供感受世間勝供養故　二名殺賊．害煩悩賊令無鯨故　二名

　不生　生死法中不復生故　四名遠悪．遠離諸悪不善法故　廣如婆沙第九十四．依経部宗　断惑語故名1：口∫羅

　漢　如成實論　今依大乗．澤有三義　故成唯識第港云　此tll所説阿羅漢者一通撮三乗無學果位　皆巳永害

　頃幅賊故　雁受世間妙供養故　永不復受分段生故　智度論云．亦同法華論中十五義繹　恐繁不述」IT33

　1〕（＼．1708p．366a．〃3－13．とあ：）、上掲の二者を総合しているため、本箇所に依るものと考えられる　ちなみ

　に、慧琳撰i8⊂）7）r一切経音義には「1；El工羅漢「案梵語中此名含撮多義依大婆沙論第九十四中四義繹一者感

　供二者顛賊三者不生四者遠依唯識論三義以fE－L］永害煩悩賊占文二蔭受世間妙供養故三永不復受分段生故依成

　實論中一稗謂断惑蓋故名阿羅漢奮翻之爲無生者謂三界惑蓋更無三界生故），1　（T．54no2128　p441b．／／10－12

19
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　とある

｛21‘次の’1：’・「総別相門」にあたるが、へ留支訳」に「彼阿羅漢名之爲懸．」〔　T．26no，1519　p．1c，1．22｝とあり、

　4．〈箇所に依るものと考えられる．ちなみに、遙疏」には「i憩羅漢或翻不生殺賊無著獲供　今天親直翻爲鷹」

　TT．40no1818p．789a．／29－p．789b，ノ，］1とある

〔　L）2　．）甲・乙本の脱字か＝甲・乙本にはないが、「留支訳」の該当箇所に「之＋爲」とあるため、「園」を補っ

　た

（231乙本も「態」は踊り字＝

（2山甲本にはないが、乙本には「故＋人、とあり、「人」は朱筆で点を打ち、桁字と校正する

125‘甲本にはないが、乙本には「故＋成故一とあり、「成故」は米筆で点を打ち、術字と校正する

［26一分段生死】一分は分限、段は形段と熟字して、六道の衆生は其の業果に依つて身に長短あり命に壽壬あつ

　て分限形段等Lからす、而して皆その分限形段に流韓生死す、故に分段生死と云ふ，．・清水梁山［1922b：47

　　 ‘n，173　11・

27　一留支訳一に一以’し得自在故名爲諸漏已蓋」cT、26　no．1519　p．1b，／．29・p．1c，　Ll‘とあり、、．述記：所依の

　「流支訳」に一致する．一方、「摩提訳一には「以心得fi在占’i°名諸漏已書」【T2↓うp．ll脚註⑰】「名＋（爲．

　　”1㌣唾一　T26　n〔〕、152（l　p．lla．！！．18－19‘と、：論疏一　には　一1り、心得【’］在故名爲諸漏巳蓋＝」　！TA〔｝nr）．IS18　p．7S81），

　〃．7－＆とある　なお、二讃述：には「論云＝以心得自在故名諸81｝巳怒．者　此以下起上　隔越而軍起也口［KT．

　no206　r，1　p．19r．〃．11－121とある．

c28）親光造・玄奨訳：佛地経論．巻第一に「謂諸如來永不繋騰諸煩↑∬i故　垂し［川1義」〔T26　no．1530　p2921〕，

　〃．1－21とあり、一致する文例がみられる．

C29‘甲本にはないが、乙本には「九＋十」とあり、「十」はili－）：と訂正する

ほO　『楡伽師地論：巻第八十九に「復次諸欲界繋・一・切煩悩．ll∬除皿明説名1次漏　諸色無色二界所繋一切煩悩

　唯除無明魂名有漏．若諸有情．或未離欲、或已離欲　除諸外道所有邪僻分別愚癌所生悪見蔽覆其心．依此悪

　見於彼諸欲　一分尋求＝一分離欲＝乃至非想非非想虐　於彼｛界所有無智　穏撮爲一・　立無明漏．二IT．30

　no．1579　p．802a．／几3－19　とある・

．3い乙本には「得一とあるが、朱筆でP漏」と校正する．

ほ211述記1の誤字　甲・乙本には「耶」とあるが、｝e，1伽師地論：の；，ii　・11箇所に「邪ことあるため、1邪一に

　訂．正した

ほ3・乙本には「封」とあるが、一別」と訂正する、

（3－P乙本も一非」は踊り字。

［35・：述証には「知一とあるが、：楡伽師地論：の該当箇所には「智」とある

L36］！述記：には名」とあるが、爾伽師地論」の該当箇所には「垣とある

C37T【三種の漏】欲漏、欲界の見所断の煩悩に三十二あるなかよi）、四諦おのおのへの無明を取り去った二十

　八の煩悩と、修所断の煩悩に四あるなかより無明を除いた三と、．トの纏とを加えた合計四十一の煩悩をい

　う〕、有漏（色界と無色界の見所断・修所断の煩悩より、各P：、無明を取り去った合計五十二の煩悩をい

　う）、無明漏1三界五部の十五の無明をいう1の三漏のこと

68｝二留支訳」に二以無復煩］亘故名爲心得自在、以善得心解脱善得慧解脱ilて名爲心得白在．」‘T．26　no．1519　p．1c，

　〃，L31とあり、二述記：所依の「流支訳」に一致する．一方、「摩提訳二には一e諸漏已蓋故名爲●阿羅漢、以

心無・煩悩故．・名歳自在，以善得心醐善得慧解蹴・名，L、細仁【T26，ユ1脚言主⑰「名．・爲二

　事1【同・ヒΦ］　’1諸漏一・漢1十字一三言」【同上Φ】「［阿］一≡」【同1◎】「［復＋煩三三」T．26no．1520

　p．11a．　ILILj－21・と、：論疏：には「諸漏已蓋故名爲羅漢、⊥」心無復煩情故名心得自在　以善得心解腕善得慧

　解腕故名心得自在一cT．40　no．1818p．788b．〃．8－10）とある　ちなみに、本箇所の：論疏所引の：法華論こ
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　は「摩提訳一に近似する　なお、．丁賛述：には「論云　以無復煩恰故名心得自ff者　此以上起ド　隣次rlli箪

　起，論云，以善得心解腕善得慧解腕古文名心Gi〔1在者．此以下起上，隣次而復起也＝」1KT．　no．206　r．l　p．ユ9r，

　〃．12－15）とある、

〔3⑨甲・乙本の誤字．甲本には「邪」とあり、乙本には「耶」とあるが、未筆で「邪」と校正する　但L、

　【D95　p．710b．1．3　’　xA6　p．782脚｛〔0】に「邪疑脱次同」と、【H．2　p．304脚註0】に「「邪」疑「脱」次同」ヒあ

　るように、「留支訳」の該当箇所には「脱」とあるため、「雁司に訂正した．

．40／甲本は「起．を挿入するが、乙本にはない

「4Llた智度論：巻第三に「間口　若一切：界畑［き；離故　心得解腕、何以故．佛言染愛離心e得解腕　答日　ぞ

　能繋閉心有大力以是故詫　不説絵煩悩　憂齢余則匿斤　復次若人言王來知必有將従．染愛亦如mJ亡　又如●捉巾

　一頁ば則蓋随　麦染亦如是　友劃則知勝煩悟李㌣巳園1復次。者結使皆屡愛見　属愛煩恨覆心　属見煩悩晋に

　如是愛離故．扇夏結使亦離得心解形Io如是無明離故　鳩見結使亦離得慧解腕　復次是五千阿羅i上　！也不退

　法得⑦典生智．以是故　言心得好角判（」；／fY・好解脱　不0退故　退法阿羅漢　得時解脱如0｛朔是迎等；lllif．得解腕

　非好解脱．°以退法故一【T．25　p．8］脚、i｝i④】「1得］一「tE’”」【同ヒ⑤】「捉巾＝布捉「ゴ．口【同．ヒ⑥】「二如是〕

　一＝一【同上⑦「ff；　＃1二肝｝：○【同．1’．0】「退＋．法戸一［同上⑨】「励＝拘聖」【同ピ⑩】「［以］一二‘T25

　nr．▲．1509　p．81a．1几5－28．とある　　・ff、　［、［．i疏．1には一問　云何心得解腕慧得解腕＝答　智度。1，d云　1∂6●挺蓋

　名心腕．疑見惑童名慧腕　ス澤云　定［二怒名心解脱　ご「二書名彗解挽　依毘曇定是定激　＿是Φ敷＿　舶挽

　亦是解脱敷與定相！麟覗γ・定解脱　し胸兎亦爾一【T．IO　p．788脚註Φ「愛＋．惑・／’／：一【同ヒ⑳「敷　＝

　き数「ご一・T、」Ono．181Sp．78Sc．！！．15－19‘とあ：1、同じく　J’大智度9k‘1　i該当L］所不明　を引くが趣を異にす

　る

142｝諸版本の誤り、諸版本には「1田とあるが、甲・乙本には「若」とある．

131：述記二にはないが、1大智度論1の該当n所には「fi・∫＋以一とある、

14・’述記．には「故」とあるが、．．大智度［Tll．の該当箇所にはない

i51　述記1にはないが、つこ智度一1の該当筒所には’不＋説一とある．

46　謎；己にはないが、：大智度論二の該当箇ii斤には’三＋如是一とある＝

47‘甲・乙本の誤1）＝甲・乙7こには一＝行二とあるが、．大智度論』の該当箇所に一得づ一とあるため、叩｝

　三一に訂正した．

18・］一 留支訳」に「以遠離能見所見故名爲’Hr恨煩価」／．・T．L）6　nc）．1519　p．］c，〃．3－41とある　一方、「摩提，，1（一には

　「以遠離能見所見故゜名無復煩悟」【T26p．11脚註⑰】「名＋〔爲J　コ　・g　＊」lT．26no．1520p．11a，〃21－22‘と、

　二祠疏二には「以遠離盲旨見所見故名無復煩’］t・1　一〔T．40no．］818　p．788b．〃．10一工1］とある　なお、．讃jL．には

　「論云．以遠離能見所見故名F日復煩llii渚　II・ヒIV．文下之義起文也一　c　l（T．　no206　r．1　p．19r．　Ll5－p，19・・．／．1‘とあ

　る．

49‘甲・乙本の脱÷：甲・乙本にはないか、一留支、」しの該当箇所に請旨見＋所見一とあるため、一所見　を

　補った，

‘5〔｝・甲・乙本の誤字　［ii・乙本には　眼一とあるが、【D．95　p．710b，ノ．16・X．46　p．782脚註②】に「眼當作眠．］

　と、【H2　p．304脚註0】に「「眼」當f］∫眠」一と才）るため、「眠．」に訂正した、

　51　1］諸版本の誤り．諸版本には「世」とあるが、甲・乙本には「．也」とある

‘521【二】三種の日のうち、　「不正思惟一と、　　順責等境一のこと

53‘　 留支訳」に「以善得心解脱苫得三1〕：6腕故名］3心善調fC－IT．26　no，1519　p、lc．〃．－1－5〕とあり、1’迩記：所依

　の’流支訳．に一致する　一方、一摩提訳一には一◎已善得心解●腕慧解腕故　●名’L・善調伏一【T．26p、11　L9；

　註⑰「名＋爲二三∵」【T．26p．11脚［⑳】「己＝；V．：富下同一【T．26　p．11脚註⑫】「脱＋‘苫得1　’」T．26

　nf）．1520　p．］1a．∬2223‘と、．［扁疏J　には　P以丁得’L・解1挽善得慧解脱故名’t・善調伏」　T．40　nu．181S　p．7S81）．
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　〃．11－12〕とある

c54］甲本の脱字・甲本にはないが、甲本の細注に「得？」とあり、乙本・「留支訳．の該当箇所にも「善＋得」

　とあるため、「｜得」を補った

65）乙本には「倒一とあるが、朱筆て「例」と校正する・

C56　i／甲・乙本の誤字　甲・乙本には「三」とあるが、「二」の誤字であるため、「巨」に訂IEした

ほ71『佛地経論二巻第二に「一切調順者一有義有學離見所断一百一十二種分別鹿重煩悩・不瀧恨故猶女［1良馬名

　爲調順，有義無學離見修断一rl二｝一八種煩ll亘不剛強故一猶如眞金名爲調順・如實義者一皆是1也i｛］階提種●性．

　一切堪能獲趣大果　随佛意韓如聰慧象、故名調順．」【T26　p298脚註0】「性＝姓1：・心’r’」［．　T．26　no．1530

　p298c，！！．19－251とある、なお、圓測撰：解深密経疏：巻第一｛X21　no．369　p．197a，1．20－p．197b，／Dにも同

　箇所が引かれている

‘58i：述言己の脱字、：述記、にはないが、：佛地経論：の該当箇所には「百＋一」とあるため、「tl」を補っ

　た．

ほ旬参考までに、甲本・乙本には「鹿」と、1続蔵経］口韓仏全］口新続蔵」には「轟」とある

（60）『述記』には「起」とあるが、『佛地経論：の該当箇所には「趣」とある

（61）〈例外〉これまでの十例の列記）11頁〔若いIll頁）に従っていない

（62r／【見所断】後天的に身につけた知的な迷いのこと、

t63’1【二解脱】心解脱1貧愛を滅して得られる解脱〕、慧解脱｛無明を滅することによって得られる解脱1のこ

　と一

〔64j【瀧涙】不遇で悲しいさま

〔65・【修断】先天的に身についた煩悩のこと＝

c66］「留支訳」に「人中大龍者　行諸悪道如平坦路無所拘擬。座行者已行・雁到虚已到故」（T26　no．1519　p．1c，

　IL5－7）とあり、r述記』所依の「流支訳」に一致する，一方、「摩提訳」には「入中大龍者　行諸悪道如平坦

　路無所拘碇、雁行者已行．1LK到庭已到故」i，・T．26　no．1520　p．11a，　tL23－24）と、『論疏］には「々P大龍者行

　諸悪道如平坦路無所拘擬．態行者已行。懸到庭已到故」（T，10　no，1618　p．788b，！l．12－13）とある　なお、1讃

　述」には「論云，人中大龍行諸悪道無所拘擬者一此以義上之文起義也　準此求之　鹸皆可見」IKT．　no、206

　r．1p．19v．！t．1－2　1とある

［67）乙本には「龍大一とあるが、反転記号で「大龍」と訂正する．

［68．）「留支訳」に「薩作者作．人中大龍已得封治降伏煩悩之怨敵故」｛　T．26no．1519　p．lc，　tL7－8　’）とあり、二述

　記』所依の「流支訳」と一字異なる，一方、「摩提訳」には「鷹作者已作．人中大龍己●蓋封治　降伏煩悩怨

　敵故，」【T26　p．ll脚註⑨】「蓋＝得三．言」ぼ26　no．1520　p．11a．！乙24－25）と、『論疏⊥には「懸作者已作者人

　中大龍已●得封治降伏煩悩怨敵故」【T．40p．788脚註Φ】「［得］－hε」［1・T．40　no．1818　p．788b、〃．13－15）とあ

　る，

｛69，甲・乙本には「者」とあるが、「留支訳」にはない　但し、論疏1にはある

（70’乙本には「知」とあるが、朱筆で「智」と校正する＝

c71〕無著造・玄莫訳噸揚聖教論」巻第二に「九蓋智＝謂苦已知集已断滅已讃道已修　或縁蓋境或復爲蓋　若

　●智若見、録如前説、」【T31　p．490脚註0】「智＝知言明＊」［T31　no．1602　p，490a．　IL6’8　）とあり、本箇所に依

　るものと考えられる、

172｝乙本に「作」は添字。

（73）乙本に「者作」は添字．

（74）〈例外〉十六句（0～⑯）と義（◎）によって構成される十7］1文Ul）一（15）｝の中に、十六句のほかに義が

　含まれれば、義は、後・前・隣・隔という位置関係の妨げになるために、「三後」、「二前」、「三前後」、「8
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　隣次．、「ミ隔越」のいずれにも該当しない　従って、義寂はこれら（OI、‘7、！81、191、‘10i、’1U、　q2・、．14‘、

　，15ilについては言及していない一但し、義寂はS‘については、あえて西之」と「五義一に二分‘この場

　合、IEしくは「こ1文義」と規定せねばならないが、あくまても二分1し、前後関係「「．前コについてはこ

　れを言及する

f75i〈例外＞s‘は「工単独」であるが、：述記一は指摘していない

176‘【尽智】　十地の第九　無學果に至りて起る無漏智にして、有頂の第九品の修惑を断じ一切の煩幡を書Lて

　我れ己に苫：を知i）・集を断じ・減を讃し・道を修せりと知る智慧をいふ一［宇井1白蒜ll93S：609　Ii

「77h【集因】苦を生じる原因のこと．

‘78　「留支訳一に一所作已〉梓者、更不後生如相1L＄事已成就故」　T26　m．1519　p　lc．　IL8－9．　iとあり、’述記一所依

　の㌃［支訳．に一致する．一方、「摩提訳．には「所作口援者　更不後生　タ11相［態事巳e成故：　［T．26p．l！脚

　：1｛pmj　r成＋就⊆言」T26　n。1520　p．lla，　1．26と、論疏1には一所作己端・綾不後・ヒ如Wi憶事已成゜端

　故一【T．4｛）p．78δ脚註⑫】「排＝就剰・T，40no　1818　p．788b，〃．15－16‘とある

〔79）：顯揚聖敦論二巻第二に川P無生智　謂苦已知不復當知　集已断不復當断滅已謡不復當讃　道巳修不復當

　修　或橡無生境或爲無生．若o智若見．§余如前説」【T、31p490脚註0】「智＝？，n・〔明＊」〔T．3　hlo　1602　p．－190a．

　t！．8－1Uとあり、本箇所に依るものと考えられる

（80【如相応の事】「清浮の梵行を修するを如相態の事と云ふなり　相鷹の事の如きと反顯を付して讃む［ま非な

　り．」［清水梁山［1922b：61n．28］］］、「四諦の理と相嬉するなり」（ll召和新纂國諜大藏縄編輯部［193］：406］

t81）〈例外〉，．9Fは「亙単独」であるが、「述言己は指摘していない．

〔82）【低ヒ智】「．「地の一　無學果に至り蓋智の後に起す無漏智にて、我已に、‘・’活知る、更に復知るべからず、

　我已に集を断ず、更に復断ず可らず、我已に滅を譲る、更に讃る11∫からず、我巳に道を修す、更に修すべか

　　らずと知る智慧をいふt－　‘宇井伯壽：1938：1037］）

‘83〕「留芝訳」に「離諸重権者・以鷹作者作所作已辮後生重措已捨離故」i　T．L）6　n・1519　p．lc．／1．9・10）とあ；〕、

　一述記．所依の一流支訳」と一字異なる＝一方、「摩提訳」には「離諸重澹者已！園乍者f1三所作巳端　後生重

　携巳●捨故」【T26　p．U脚註㊧】一捨＋・離≡言一［T、L’6　n（）．1520　p，11a．　！！．27u28　）と、1論疏1には「離諸重捲

　者已麿作者f乍所作已辮後生重惰已捨離故・」（T．40no、1818　p．78Sb，〃16－17．iとある　ちなみに、本箇所の1論

　疏．所引の二法華論：は「摩提訳一に一致する

8山甲・乙本には「已一とあるが、「留支訳一には「以．とある　但し、’摩提訳二論疏『には「巳」とある

‘S5）甲・乙本の脱字　甲・乙本にはないが、「留支訳」の該当箇所に’離＋故」とあるため、「．故」を補った

唱6‘一大智度論1巻第三にre経棄搭能●惰　●論五●衆麓重常悩故名爲捨　如佛所説　fp∫●謂撫　五●衆是携一

　【T25　p　75脚註●】一：経：一工言亘寧．【同上Φ】一：論］一二：曾堅＊」【T25　p．81脚註●】「擦＋　者川こ：’1聖○

　【同上⑭】一衆＝陰言三【同上●】「謂＋・爲‘聖」cT．25nol509p．81c，〃．19－20）とある

rS7に述記：にはないが、：大智度論」の該当箇所には「佛＋所」とある．

・SS　1鳩摩羅什訳一摩詞般若波羅蜜経二巻第一に一皆是阿羅漢諸漏已蓋無復煩忙；心得好解脱慧得好解脱　o其心

　調柔軟摩詞那伽　所作已゜辮・棄携能憺逮得己利・叢諸有結゜正智已得解腕一【TSp217脚註⑤】「［其コー．

　亘聖一1【同上⑥】「辮＝辮聖」【同上⑦】「正智已＝以正智：』∫」［T．8no223　p217a，！L8－IUとある

（89一重澹】「五陰の身に生死の罪を澹負するを云ふ　阿羅漢は己にこの陰身を捨てて不生なるが故に、重捨を

　離ると云ふなり」〔清水梁山［1922b：6m29月1

L901｝「留支訳」にr逮得己利者，已捨重捨讃浬葉故．」cT．26　no．1519　p，1c，1．1｝とあり、「述記』所依σ）「流支

　訳」に一致する，一方、「摩提訳」には「逮得己利者　已捨重婚言登浬繋故□〔T26　no．1520　p．11a、〃28－29・

　と、『論疏』には「逮得己利者已捨重澹讃浬葉故．」（T．40　no．1818　p．788b．　IL17－18）とある・

（9①『続蔵経上『新続蔵』の誤り、『続蔵経』・『新続蔵』には「巳」とあるが、甲・乙本には「己寧」とある　f9
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　し、「韓仏全」はr続蔵経］に従わずに左の如く訂正する一

（．921）諸版本の誤り一7続蔵経」1口新続蔵』には「巳」とあり、『韓仏全」は『続蔵経：に従わずに「己」と訂正

　するが、甲・乙本には「已」とある。

（9．　3i乙本には「炎」とあるが、朱筆で「湿葉」と校正する，

〔94i厳密には「Φ離諸重澹」と合致しないが、「述記一は「き文義」とし、「捨重措」を文にあてるため、「Φ

　捨重澹」と数えることにした・

L95’i「留支訳」に「蓋諸有結者．以逮得己利断諸煩悩因故．」｛T26　no，1519　p．1c、　ILII－12）とあり、：述記』所依

　の「流支訳」に一致する　一方、「摩提訳」には「蓋諸有結者　已逮得己利闇1諸煩悩因故・」［T26　no．1520

　p．11a．　L29）と、：論疏』には「蓋諸有結者已逮得己利断諸想悩因故．」〔．　T．40　no．1818　p．788b，　L18）とある

（96、【有結】「有は三界二“卜五有の生庵、結はその生因、即ち煩悩業を有結と云ふなり、」（清水梁山［1922b：6

　　（n．31）］’）［

L97　i「留支訳」に「善得正智心解晩者，諸漏已蓋故・」［T26　no．1519　p，lc．　IL12－13　．）とあ：1、1述記」所依の「流

　支訳、に一致する一一方、「摩提訳」には「善得正智心解脱者、諸漏已蓋故」（T．26　no．1520　p．11b，　Ll）と、

　：論疏．には「善得正智心解脱者諸漏已蓋故」　T．40no．1818　p．788b，　L19．　）とある．

t98）『大智度論』巻第三に「如摩腱提梵志弟子撃其屍著宋上．9輿行城市中多ノ∪是唱言、若有眼見摩健提屍者＝

　是人皆得清浮道一何況禮拝供養者，多有人信其言．諸比丘聞是語・白佛言　世尊一是事云何・佛論掲言　小

順見求瀞嬬鱈畦道諸結灘硫中云何眼見得髄若有眼嬬静何酬鋤懐；
　智慧功徳乃爲浄　Φ眼見求浮無是事　以是故言正智●得解脱」【T25　p．82脚註⑭】「輿＝界三，＝禦言聖五」

　【同上●●】「智慧功徳乃爲浮じc・眼見求浄無是時1言」【同．L⑰】「得＝已得心璽」（T．25　no．1509　p82b．〃．16－

　2⑥とある，

t99）「述記：の誤字　甲・乙本には「健」とあるが、：大智度論』の該当箇所に「縫」とあるため、「rellに訂

　正した、

（1100〕甲・乙本には「戸着」とあり、諸版本には「｝1著」とあるか、r大智度論」の該当箇所に「屍著」とある

　ため、例外的に吠智度論』に倣・可魎」に訂正した

（101）諸版本の誤り一諸版本には「‖眞」とあるが、甲・乙本には「眼」とある．

qO2〕『述記」の誤字一甲・乙本には「擢」とあるが、：大智度論』の該当箇所に「健」とあるため、「圏」に訂

　正した，

吐03｝甲本の誤字、甲本には「屠」とあるが、乙本に「戸者」とあり、1大智度論』の該当箇所にも「屍者」と

　あるため、例外的に：大智度論。に倣い「屍著」に訂正した

qO4｝『述記」にはないが、『大智度論の該当箇所には「言”1’i噂」とある

QO5　］乙本に一智無」は添字、

qO61〈例外〉これまでの十例の列記順（「若い順）に従っていない．また、（13‘は「：’前」であるが、『述記」は

　指摘していない，

qO7）「留支訳」に「一切心得自在者，善知見道修道智故、」｛T．26　no．1519　p．lc，〃．13－14・’）とあり、「述記工所依

　の「流支訳」に一致する、一方、「摩提訳」には「一切心得自在者　善知見道｛1参道智故．」（T．26no．1520　p．11b．

　〃．1－2）と、「論疏：には「一切心得自在者善知見道修道智故，」c．T．40　no．1818　p．788b、1L19－20）とある．

qO8）甲本の誤字、甲本には「集」とあるが、乙本には「奪」とあるため一圏」に訂正した、

qO9｝：文殊師利菩薩問菩提経論：巻上に「又無學者有八種徳．何等爲八，一者所作畢覚，如経懸作已作故，二

　者畢寛過於礁作已作，如経所作已辮故，三者遠離三昧障．如経棄捨重擦故，四者捨離所受重澹・如経逮得己

　利故、彼重携者所謂五陰，五者≡登浬繋，如経蓋諸有結故。六者過三界、如経正智心得解脱故，七者依不顛倒

　受教修行、如経一切心得自在已到彼岸故，以善遠離諸煩tth故一八者如實修行四如意足．如経皆是阿羅漢故＝1
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　｛T．26no．1531　p，328b．　IL19－28　，とある

i．110〕甲本には「知」とあるが、乙本には「智」とある、

q1い甲本には「義＋図」とあるが、乙本には一■分のスペースがあるのみ．

qユ2）【見道・修道】「始めて苦集滅度の四諦の理を見るを見道と云ひ、重ねて四諦を観修するを修道と云ふ

　聲聞四・果の中初果須陀垣の人を見道の位と云ひ、二果斯陀含、三果阿那含の人を修道の位と云ふ、阿羅漢は

　この見道修道を過ぎて無學果の第PLI果なれば已に善く前三果の智を知るなり」・清水梁tlll19．　22b：6（n．32ii．

：113ト「留支訳．に「到第一彼岸者　善得．lr智心解腕善得†申通無詳三昧等諸功徳故」．T26　no．1519　p．lc，〃．14－

　161とあり、：述言己所依の「流支訳」に一致する＝一方、P摩提訳」には刮第一彼岸者．善得正智心得解

　脆善得神通無語三昧等言者功徳故」1T26　no．1520　p、11b．〃．24、と、1論硫『には「到第一彼岸者善得正智心

　得解腕善得神通無誇三昧等諸功徳故一・T．40no、1818　p．788b．！！．20．221ヒある　ちなみに、本箇所の：論疏二

　所引の1法華論：は「摩提訳」に・’致する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ．H・1）　lll　・乙本の誤字、甲・乙本には「苗」とあるが、「留支訳」の該当箇所に「譲」とあるため、「巨ヨ㌧に訂

　正Lた　なお、『韓仏全1には【H2　p．306脚註0】に「「i乎」疑「諄斑」とあるが、同二例のうち、後者し

　か指摘していない

115］甲・乙本の脱字＝甲・乙本にはないが、溜支訳．の該当箇所に一正＋智二とあるため、「智．を補った

116㌦法華言ぽにおける「上上起門一の1”hl文と1述記：における一上上起一の十例の関係をまとめるとド表

　のとおi）である、

1’散職の句鞭　．・前　．耐　吐
能成の文1能成の句と義：ト

1三義　六文義　L隣次　二・隔越！ty単独　｝・重複
　
　
工
‘
［ 0 ② ．　　1 ②　！ ② ②
［望一 ②　‘ ④ 一

0　　　－A－一
一

F．．一
［ ④ ④

13‘・1．い ④　1 ③⑤・⑥ ③⑤・⑥
　　　　一

③⑤・⑥
．．一一

⑤・o
51 ③　1 × × ×

（
） 1

　
　
　
×
．

× ◎

．6‘ ⑦ ！⑤・⑥ ⑤・⑥： ⑤・⑥ ⑤・⑥
1　．7‘ o ×

　
　
×
‘ ×　　！ 1◎・ε． × × ：∫・⊇

L二S．

：9．
o o

×　－　7　－’
o （r Ioこ］

⑩ x
（v’
　
）
） × 1四

lo‘ ⑩ x ．＜ × ⑨⑩： ン ×

×　Φ（》
0⑩

．1］‘ ⑫ X ：く ⑩．二 ×

．12‘ ⑱ × × × ⑫i × ×　⑫こ

「ll7｝乙本にP中一は添字＝

illS）乙本にrfjk．は朱筆の添字．

1191乙本には一 垣□4前後文義倶隣隔ノ乏‘’1｝重能所相乗成＋前後文義倶…二とあll、最初は間｛下線．のト1｜1

　字を長行として書くが、右に傍点を付して訂正し、「前後文義倶…一以Fを掲項ヒして書き直している

120　【九句】「②諸漏巳藍」、一③無復煩恨．、PO心得自在」、　re　J、中大龍一、「⑨懲作者作」、「⑩所作巳辮．、

　⑩離諸重捲一、「⑫逮得己利一、’⑭善得正智心解脱」のこと．

‘12Ll述記：において示される1法華論．．の「上上起門一のi’五文におけるb六句の能成．構成するもの．・

　所成購成されるものナの関係をまとめるとド表のとおりである
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‘文　　　　十六句の能成・所成の関係　　　　文　！　　　十六句の能成・所成の関係 」
1115．　　　　・所成・Φ←0・能成1　　　　　　□　　　　　　　　　　　〔所成〕0

‘13　　　　　　　1所成・⑪←②：能成i　　　，　灼 ・所成・Φ←0・能成一

11　1　　　　　　　（能成）●→0（所成・1‘9・ 所吻⑩
12‘ （能成‘④→②所成〕 lm ｛所成ノ0←0・⑩日指成‘
13． 1能成1③→0所藺 ［11｝ ［所成1●←●（能成1

6： ③（所成｝ 112） 噺成1⑱←⑫（能成1
｛41 （能珈⑤・⑥→④・所成） rl41 （所成｝⑮

｛61 （能成）⑤・⑥→⑦1所成1

q22一倶】「三後」・「Jlz前」を合した「；前後」と、「［重文」・「［，．義一を合した「云文義」の倶のこと．

cIL’3‘「留支訳」に「大阿羅漢等者　心得自在到彼岸故、衆所知識者　諸王王子大臣人民帝稗天E梵だ王等皆識

　知故．又復聲聞菩薩1弗等是勝智者一彼勝智者皆悉善知．是故名爲衆所X【］識＝：cT．26　no、1519　p．lc，　IL16－20〕と

　あり、」’述言己所依の旙己支訳」に一致する・一方、「摩提訳」には「大●羅漢等者　心得自在　到彼岸故一

　衆所知識者，諸王王j：e大臣●帝稗梵天王等皆識知故，．復聲聞菩薩佛等・是勝●智・彼勝智者、皆●善知故．

　名衆所知識’」【T26　p．11脚註⑯】「（阿）＋羅漢：三言口【同上Φ】「人臣＋（ノv民）三言」【同ヒ⑫】「帝稗＋（天

　王）三重」【同上⑱】「〔又）＋復三8」【同上⑨】「智＋（者1三宿」【同ヒ⑩】「善知＝悉善知是：1宮」IT．26　no、1520

　p，11b，〃．4－7）と、『論疏1には「大阿羅漢等者心得自在到第一彼岸故　衆所知識者諸王王f’大臣ノ、i受帝稗●天

　王梵天王等皆知識故．又●復聲聞菩薩佛等是勝智者彼勝智者皆悉善知是名衆所知識」【T．40p788脚註Φ】

　「［天王］一創【同ヒ⑭】「［復］－f9．！c　T．IO　no．1818　p．788b、　IL22－25．とある・

124］　qコ　・乙本の脱7・甲・乙4・’cこはないが、「留支訳」の該端り1に「羅・漢一とあるため、「匡」＆1甫った．

キーワード1

海東仏教、吉蔵、慧浄、円珍、法華章疏、r法華論』、『法華論疏』、『妙法蓮華経讃述、、：法華論記』
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Summary

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

Philogiacal　Study　of　Uij6k　and　Uiil’s

　　　　　　P6PhωCt　ky6ngn　on　s　u　lgi（3）

KIM　Byung－kon

The　1⊃δp／21槻毎δ）zg7zoη∫2〔lg「法華経論述記lSulgi）is　a　commentary　on　the』．」fiaofa　lian．

hita　y’i〃g　．voubetis／le妙法蓮華経優婆提舎．supposed　to　have　been　written　before　753　CE．

Unfortunate］y，　since　only　the　beginning　Parts　of　the　first　and　the　second　chapters　of　this

text　have　come　down　to　us、　little　attention　has　been　given　to　it．　The　present　paper　aims

at　a　textual　analysis　of　the　Si｛tgi．

　　Although　it　has　been　pointed　out　that　a　folding　book　of　the　Sidgi　is　preserved　in　the

Kyoto　University　Library，　the　existence　of　anotlユer　version　of　the　S2‘恒remains　unknown

to　scholars。　I　have　revealed　that　there　is　a　extant　rolled　scroll（巻子本）of　the　Su！gi　in　the

Sh6gozO聖語蔵of　the　Sh6sOin正倉院

　　The　text　of　the　Szイ色『is　ascribed　to　two　Buddhist　Inonks：the　first　half　of　the　text　to　a

Silla　monk　named　Uij6k義寂，the　latter　half　of　the　text　to　a　monk　named　Uiil義一．Previ－

ous　studies，　nonetheless．　without　taking　this　fact　into　account．　have　ascribed　the　Szdgi　to

Uij6k．　In　the　present　paper，　focusing　on　the　text　ascribed　to　Uij6k，　I　have　considered　the

textual　features　of　the　Sitigi．

　　It　is　well－known　that　the　Szt！gi　was　written　under　the　ir1且uence　of　the　Fa　hi・ta　tzc）nsJzzt法

華論疏of　Jizang吉蔵（549－623　CE）and　the　Miaofa　Iia｝7hua　ji〃g　xz｛anzaii妙法蓮華経玄賛

of　Ji基i1632－684　CE）．Acloser　scrutiny　of　the　text　of　the　Sulgi．　makes　it　clear　that　Uij6k

was　also　conversant　with　the　theory　expounded　in　the　Miaofa　lianhita　iing　zzta〃shzt妙法蓮

華経績述（〃ω2∫九．）of　Huijing慧浄（578－645？　CE）．From　this　perspective，　giving　several

instances，　I　show　that　the　sz4gτwas　written　on　the　basis　of　the　Z照〃∫加．


